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１．新交通システムを適用可能な都市・地域の探求

            1）新たに新交通システムを適用可能な都市・地域に関する
情報収集

            2）アフターコロナを見据えた都市交通・観光交通の需要回
復期における新たなＡＧＴ導入の可能性の検討

    
            3）参考調査：コロナ禍におけるＡＧＴやモノレール等の導

入事例・導入検討事例調査      



○導入検討事例

「セントラルビスタ （※）ＡＰＭプロジェクト」
（インド・デリー）

※ ニューデリーの官庁街再開発計画

・ 延長約３㎞の地下路線

https://timesofindia.indiatimes.com/city/delhi/driverless-
train-for-central-vista-loop-corridor-plan-set-in-
motion/articleshow/91876358.cms



２．コスト縮減を追求したＡＧＴ駅構造の検討

            1）国内路線の駅部の建設費が全体建設費に占める割合の把握

2）国内の駅（高架駅）構造に対し、海外事例と照らし合わせ
るとともにコスト縮減が可能な構造を検討
    

            3）実際と提案する駅構造の比較、将来の拡張性やコストなど
の比較検討



○ コスト縮減可能な駅構造例

Deptford Bridge Station
（Docklands Light Railway：ＧＢ）



３．国内新交通システム導入の効果や実態把握に向けたアンケー
ト（ＷＥＢアンケート調査）

１）ＷＥＢアンケート調査の目的など

                  ➔極めて安全性の高い移動手段であり、都市の品格の一助と
                     なっているＡＧＴの特性を市民目線での評価や満足度をも
                     って具体的に示す。

➔新交通システムなど中量輸送システムの導入が想定される
（導入を提案する）海外自治体等へのＰＲ、要人や首長へ
のＰＲに活用

           
２）調査対象路線：国内７路線（次頁）




	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7

